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市
は
、が
ん
治
療
に
伴
う
外
見

の
変
化
な
ど
に
よ
る
精
神
的
負
担

を
軽
減
し
、療
養
生
活
の
質
の
向

上
と
社
会
復
帰
を
支
援
す
る
た

め
、医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
購
入
費

の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
住
所
を
有
し
、

が
ん
の
治
療
を
受
け
た
人
、ま
た

は
受
け
て
い
る
人

※
年
齢
、性
別
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。所
得
制
限
な
ど
、詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

平
成
30
年
度
内
に
購

入
し
た
全
頭
用
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

購
入
費（
上
限
３
万
円
）

※
千
円
未
満
は
切
り
捨
て

※
申
請
は
１
人
１
台
ま
で

※
毛
髪
付
き
帽
子
、
部
分
用

ウ
ィ
ッ
グ
や
ケ
ア
用
品
な
ど
は
助

成
対
象
外

３
月
29
日（
金
）ま

で
、必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

  ◉診療時間　9:00～17:00
  （受付16:30まで）

  【問い合わせ】登米市民病院

  ☎0220（22）5511
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　市は、平成27年３月に「登米市子ども・子育て支援
事業計画」を策定し、より良い子育て支援環境づくり
に取り組むため「安心・子育て・住み続けたいまち・登
米」を基本理念に掲げています。「学びと保育の環境
づくり」を基本方針の一つに設定し「教育・保育の一
体的な提供」を推進しています。
　市は、この基本方針に基づき「登米市市立幼稚園・
保育所再編方針」「登米市認定こども園等の運営主体
に係る指針」を定め、民営化の可能な地域においては
「民設民営」による「幼保連携型認定こども園」の設置
を進めています。
　本年４月には、公共施設の再編による幼保連携型
認定こども園が３園開園し、子どもたちは安全で安
心な環境で、より充実した教育・保育を受けることが

できるようになりました。
　人口減少や少子高齢化などによる厳しい財政状
況の中、今後も必要な機能を持つ施設を効率よく維
持していくため、官民の連携を進めることが大切に
なっています。
「公共施設等総合管理計画」は、
市公式ホームページに掲載し
ています。

総務部総務課（財産係）
☎0220（22）2091
※次号は「登米市の公共施設を考える会」で出た意見
などについて掲載します

さ
い

▼
助
成
金
交
付
申
請

書
▼
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
購
入
に

係
る
領
収
書
の
写
し
▼
が
ん
治
療

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
書

類
な
ど

市
民
生

活
部
健
康
推
進
課（
健
康
推
進
係
）
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麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種（
２

期
）の
対
象
者
へ
、本
年
５
月
に
予

診
票
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。ま
だ

接
種
を
し
て
い
な
い
人
は
、忘
れ

ず
に
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

平
成
24
年
４
月
２
日
〜

平
成
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

３
月
31
日（
日
）　

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
健
康
推
進
係
）
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２
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５
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

　

市
は
、地
域
活
性
化
の
た
め
、各

事
業
所
と
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
「
こ
て
っ
ち
ゃ
ん
」で
有
名
な

「
エ
ス
フ
ー
ズ
の
登
米
市
へ
の
立

地
に
関
す
る
協
定
式
」は
11
月
16

日
、市
役
所
迫
庁
舎
で
開
か
れ
、

市
は
同
社
の
子
会
社
で
あ
る
エ
ス

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
東
北（
杉
本
充み

つ

史ふ
み

社
長
）と
豊
里
町
内
へ
の
工
場
建

設
の
立
地
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

協
定
に
は
、新
工
場
建
設
の
工

事
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
支
援
す

る
こ
と
や
地
元
か
ら
の
雇
用
に
配

慮
す
る
こ
と
な
ど
、操
業
開
始
に

向
け
て
相
互
に
協
力
し
て
い
く
内

容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

杉
本
社
長
は「
地
域
の
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
え
、愛
さ
れ
る
よ

う
な
企
業
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

産
業
経
済
部
工
業

振
興
課（
工
業
振
興
係
）
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「
登
米
市
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株

式
会
社
と
の
連
携
に
関
す
る
協
定

締
結
式
」は
11
月
19
日
、市
役
所
迫

庁
舎
で
開
か
れ
、市
は
ソ
フ
ト
バ

ン
ク（
池
田
昌ま

さ

人と

Ｃ
Ｒ
Ｓ
統
括
部

長
）と
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

協
定
に
は
、農
業
、教
育
、子
育

て
、健
康
増
進
や
観
光
な
ど
の
分

野
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）や

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）を
活
用
し
な
が

ら
、地
方
創
生
に
つ
な
げ
る
内
容

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
谷
市
長
は「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
持
つ
先
進
技
術
、情
報
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
な
が
ら
、連
携
を

密
に
し
、市
の
持
続
的
な
発
展
と
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

産
業
経
済
部
産
業

連
携
推
進
課（
産
業
連
携
係
）
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